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●ＣＳ改善プログラムの取組み

事業基盤の中核である正組合員の高齢化に伴

う世代交代が本格化している状況下、正組合員

数の減少に加え、ＪＡバンク香川を取り巻く環

境は刻々と変化しています。この環境変化に対

応し、顧客に選ばれるＪＡを目指すためにＪＡ

バンク香川では、全店舗でＣＳ改善プログラム

に取組んでいます。 

令和３年度についても、ＪＡ、当会からＣＳ

サポーター27 名および県域サポーター２名、併

せて計 29名を選任しています。「職員自ら考え、

行動する」人材を育成することでＪＡの顧客満

足度・職員満足度向上を目指した取組みにする

ため、ＪＡ経営層も率先して働きかけているほ

か、当会としても各種の支援を行っています。 

ＣＳ改善活動の定着により、ＪＡのお客様か

らは「支店の雰囲気が明るくなった」「職員の対

応が良くなり、ＪＡが変わった」等の声が数多

く寄せられています。 

●県域組織整備への取組み 

平成 30年 11月に開催された第 15回香川県Ｊ

Ａ大会において決議された「香川県ＪＡグルー

プの今後の取り組み方針」に基づき、県域機能

分担の最適化と一層の人事交流の実践を行い、

将来的に会員・組合員にとって望ましい姿とな

るよう、引き続きＪＡグループと連携し、取り

巻く情勢の変化をふまえて機動的に対応してい

きます。 

●経営力の強化と人材育成の取組み

当会は、社会的責任と公共的使命を果たし地域

社会から信頼を確立するために、毎年度、当会な

らびに県内ＪＡの役員、幹部職員を対象にコンプ

ライアンス研修会を開催するなど、コンプライア

ンスの実践に役職員一丸となって取組んでいま

す。 

さらに、『人事管理の基本方針』等に基づき、

人材育成にも積極的に取組んでおり、｢階層別研

修会｣をはじめ、「コンプライアンス研修会」、役

職員の健康管理に関する「衛生研修会」等を開催

するなど、あらゆる機会を通じて経営力の強化と

人材育成に取組み、役職員の総合力発揮を目指し

ています。 

●新型コロナウイルス感染症拡大による

各種取り組みへの影響 

当会は、毎年開催している下記のイベントにつ

いて、新型コロナウイルス感染者拡大の影響を鑑

みて今年度は中止しています。 

①ＪＡバンク食農教育応援事業の一環として県

内で生産される農産物の種類や産地、また日々

の食生活が地域農業と深く関わっていることへ

の理解と地産地消の普及促進のための「中学生

による料理コンクール」 

②プレ年金層ならびに既受給者層を対象とした

「プレミアムライブ」 
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